









































































































































   （１）危機管理委員会（２）不正防止委員会（３）ハラスメント防止委員会 
   （４）教員人事委員会（５）自己点検・評価委員会（６）自己点検・評価作業部会 
   （７）学生委員会（８）図書・情報委員会（９）ＦＤ委員会（10）倫理委員会 
   （11）学術委員会（12）広報委員会（13）学部 教務委員会（14）学部 実習委員会 
   （15）学部 国家試験対策委員会（16）学部 入試委員会（17）大学院 教務部 



























２．科学研究費補助金  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５２ 
Ⅹ 図書館  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５３ 
１．蔵書数 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５３ 
２．年間受入冊数 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５３ 











































































大 学：新潟リハビリテーション大学〔Niigata University of Rehabilitation〕 
 
学部 
学 部：医療学部〔Faculty of Allied Health Sciences〕 
学 科：リハビリテーション学科〔Department of Rehabilitation〕 
専 攻：理学療法学専攻〔Physical Therapy Course〕 
言語聴覚学専攻〔Speech-Language and Hearing Therapy Course〕   
  
学 位：学士（リハビリテーション学）〔Bachelor of Science in Rehabilitation〕 
 
大学院（修士課程） 
研究科：リハビリテーション研究科〔Graduate School of Rehabilitation〕 
専 攻：リハビリテーション医療学専攻〔Rehabilitation Medicine〕 
コース：摂食・嚥下障害コース〔Department of Eating Disorder and Dysphagia〕 
        高次脳機能障害コース〔Department of Brain Function Disorder〕 
 
学 位：修士（リハビリテーション医療学）〔Master of Rehabilitation Medicine〕 




２００５年  ４月 新潟リハビリテーション大学院大学設置準備室を設置 
２００６年  ７月 文部科学大臣に設置認可申請書類を提出 
１２月 文部科学大臣設置認可 
２００７年  ４月 新潟リハビリテーション大学院大学第一回入学式・開学式 
２００８年 １０月 学部設置準備室を設置 
２００９年  ３月 新潟リハビリテーション大学院大学 第一回学位記授与式 
５月 文部科学大臣に医療学部設置認可申請書類の提出 
１０月 文部科学大臣設置認可 
２０１０年  ４月 新潟リハビリテーション大学院大学は「新潟リハビリテーション大学」 
へ改称 
 新潟リハビリテーション大学 第一回入学式 
          新潟リハビリテーション大学 開学記念講演 
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Ⅲ．組織及び機構  























































- 4 - 
２．役職者 
学  長  野田 忠 
学部 
        医療学部長           高橋 邦丕 
        リハビリテーション学科長    高橋 邦丕（兼任） 
         理学療法学専攻長       佐藤 舜也 
         言語聴覚学専攻長       伊林 克彦 
 
        学生部長            遠藤 文雄 
        教務部長            浅海 岩生 
図書館長            真貝 富夫 
 
大学院（修士課程） 
        リハビリテーション研究科長   山村 千絵 
リハビリテーション医療学専攻  
         摂食・嚥下障害コース長    山村 千絵（兼任） 
         高次脳機能障害コース長    伊林 克彦 
 
法人本部事務局長             小田 奈美枝 
大学事務局長               大滝 かおり 
 
 
３．教員数（平成 23年 5月 1日現在） 
専任教員 ２４ 名（大学院担当者１３名を含む）
（１）学部（医療学部）教員数 
リハビリテーション学科 教授 准教授 講師 助教 助手 合 計 
理学療法学専攻 ８名 １名 １名 ２名 1名 １３名 
言語聴覚学専攻 ５名 ２名 ２名 ２名  １１名 
合 計 １３名 ３名 ３名 ４名 １名 ２４名 
 
（２）大学院（リハビリテーション研究科）教員数 
リハビリテーション医療学専攻 教授 准教授 講師 助教 助手 合 計 
摂食・嚥下障害コース ５名 １名    ６名 
高次脳機能障害コース ４名     ４名 
共通教育 １名 ２名   1名 ４名 
合 計 10名 ３名 ０名 ０名 １名 １４名 
 











理学療法学専攻 専攻長 教授 医学博士 
医師 
佐藤 舜也 
理学療法学専攻  教授 医学博士 
医師 
大澤 源吾 
理学療法学専攻  教授 医学博士 
医師 
熊木 克治 
理学療法学専攻  教授 医学博士 真貝 富夫 
理学療法学専攻  教授 博士（医学） 
理学療法士 
遠藤 文雄 
理学療法学専攻  教授 博士（保健学） 
理学療法士 
濱出 茂治 
理学療法学専攻  教授 博士（医学） 
理学療法士 
灰田 信英 
理学療法学専攻  教授 博士（医学） 
理学療法士 
浅海 岩生 
言語聴覚学専攻 専攻長 教授 医学博士 
言語聴覚士 
伊林 克彦 
言語聴覚学専攻  教授 歯学博士 
歯科医師 
野田 忠 
言語聴覚学専攻  教授 博士（歯学） 
歯科医師 
山村 千絵 
言語聴覚学専攻  教授 Ph.D. 
言語聴覚士 
倉智 雅子 
理学療法学専攻  准教授 学士（医学） 
医師 
的場 巳知子 
言語聴覚学専攻  准教授 博士（歯学） 
言語聴覚士 
宮岡 里美 
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所 属 役 職 職 位 学位、職種 氏 名 
理学療法学専攻  講師 医学博士 平田 恒彦 
言語聴覚学専攻  講師 学士（医学） 
医師 
和田 有子 
言語聴覚学専攻  講師 博士（文学） 佐藤 拓 
理学療法学専攻  助教 修士（リハビリテーション療法学） 
理学療法士 
松林 義人 
理学療法学専攻  助教 博士（保健学） 
理学療法士 
佐々木 理恵子 
言語聴覚学専攻  助教 修士（リハビリテーション医療学） 
言語聴覚士 
櫻井 晶 







相 場 恵 美 子 斎 藤 奨 原 口 裕 希 
池 田 英 喜 佐 藤 成 登 志 平 井 孝 
入 山 満 恵 子 鈴 川 仁 人 星 名 信 昭 
大 平 芳 則 鈴 木 昭 前 新 直 志 
大 場 喜 代 司 鈴 木 弘 樹 松 尾 真 輔 
岡 野 崇 彦 瀬 尾 憲 司 三 ツ 井 敏 明 
奥 平 与 人 髙 田 治 実 八 木 稔 
小 野 敏 子 髙 橋 明 美 山 岸 宏 政 
小 柳 茂 美 高 橋 洋 山 田 修 司 
糟 谷 政 代 田 中 健 山 本 佳 子 
栗 生 明 土 橋 洋 史 吉 井 真 理 
小 池 幸 雄 椿 淳 裕 渡 辺 好 博 
児 玉 敏 彦 西 尾 正 輝 Gerald Desrocher 
小 林 敏 志 野 澤 繁  
 










摂食・嚥下障害コース  教授 歯学博士 
歯科医師 
野田 忠 
摂食・嚥下障害コース  教授 医学博士 
医師 
熊木 克治 
摂食・嚥下障害コース  教授 医学博士 真貝 富夫 
摂食・嚥下障害コース  教授 Ph.D（米国） 
言語聴覚士 
倉智 雅子 












































青 木 萩 子 小 谷 スミ子 道 関 京 子 
相 場 恵 美 子 今 野 公 和 波多野 和 夫 
金 内 喜 昭 式 場 隆 史 八 木 稔 
川 崎 聡 大 武 田 克 彦 山 村 健 介 
木 戸 寿 明 田 中 裕  
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Ⅳ．学年歴・行事 
（平成２３年４月～平成２４年３月） 





































































- 9 - 







































委員長 野田 忠 
委 員 高橋 邦丕、山村 千絵、佐藤舜也、真貝富夫、 




第１回  １２月 ５日 
第２回   １月１０日 
第３回   ２月 ６日 
第４回   ３月 ５日 

















③ 教授会開催状況 開催回数 １５回 
定例 第１回  ４月１１日 
   第２回  ５月 ９日 
   第３回  ６月１３日 
   第４回  ７月１１日 
   第５回  ９月１２日 
   第６回 １０月１７日 
   第７回 １１月１４日 
   第８回 １２月１２日 
臨時     １２月１９日 
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   第９回  １月１６日 
臨時      ２月 ３日 
   第１０回 ２月１３日 
臨時      ３月 ２日 
   第１１回 ３月１２日 























定例 第１回  ４月１１日 
   第２回  ５月 ９日 
   第３回  ６月１３日 
   第４回  ７月１１日 
   第５回  ９月１２日 
   第６回 １０月１７日 
   第７回 １１月１４日 
   第８回 １２月１２日 
   第９回  １月１６日 
   第１０回 ２月１３日 









委員長 野田 忠 





委員長 野田 忠 





委員長 野田 忠 
委 員  高橋 邦丕、山村 千絵、遠藤 文雄、倉智 雅子、 





委員長 野田 忠 
委 員  高橋 邦丕、山村 千絵、佐藤 舜也、遠藤 文雄 
伊林 克彦、小田 奈美枝、大滝 かおり 
② 開催状況 開催回数 ４回 
第１回  １２月 ５日 
第２回   １月１０日 
第３回   ２月 ６日 





委員長 野田 忠 
委 員  高橋 邦丕、山村 千絵、遠藤 文雄、伊林 克彦 
    大滝 かおり 
② 開催状況 開催回数 ２回 
第１回   ２月１３日 
第２回   ３月１２日 
 
 




委員長 野田 忠 
委 員  山村 千絵、遠藤 文雄、灰田 信英、濱出 茂治 倉智 雅子、
宮岡 里美、和田 有子、浅海 岩生、松林 義人、櫻井 晶、
田村 裕、小田 奈美枝、大滝 かおり、原田 慎司、 
岩佐 浩文、竹部 香代子 
② 開催状況 開催回数 ２回 
第１回   ２月１３日 





委員長 遠藤 文雄 
委 員  伊林 克彦、灰田 信英、平田 恒彦、佐藤 拓、松林 義人、 
竹内 やよい、田村 裕、岩佐 浩文 
② 開催状況 
開催回数 ７回 
第１回   ７月２５日 
 第２回   ９月２５日 
 第３回  １１月１１日 
 第４回  １２月 ７日 
 第５回  １２月１３日 
 第６回   ２月 ３日 
 第７回   ３月１２日 











委員長 真貝 富夫 
委 員  灰田 信英、加藤 豊広、松林 義人、大滝 陽子 
 
 




委員長 熊木 克治 
委  員  高橋 邦丕、山村 千絵、倉智 雅子、宮岡 里美、 
松林 義人、原田 慎司 
② 開催状況 
開催回数 ３回 
第１回   ４月１１日 
第２回  １２月１２日 
第３回   ３月１２日 








委員長 山村 千絵 






















第１回   ４月 ６日 
第２回   ５月１８日 
第３回   ５月２７日 
 第４回   ６月 ６日 
 第５回   ６月１３日 
 第６回   ６月２２日 
 第７回   ８月 ４日 
 第８回   ９月１４日 
 第９回   ９月２０日 
第１０回  ９月２７日 
第１１回 １０月１４日 
 第１２回 １１月２８日 
 第１３回 １２月１３日 
第１４回 １２月２８日 
 第１５回  １月３０日 
 第１６回  ２月２９日 
 第１７回  ３月２６日 




委員長 倉智 雅子 




第１回   ４月１４日 
第２回   ６月１４日 
第３回   ７月２５日 
第４回   ９月１３日 
第５回  １１月１５日 
第６回  １２月１２日 
第７回   １月１７日 
第８回   ２月１３日 
第９回   ３月１６日 























- 16 - 
（12）広報委員会 
① 委員 
委員長 宮岡 里美 
委員  野田 忠、濱出 茂治、和田 有子、佐々木 理恵子、 
 櫻井 晶、安達 剛志、大滝 かおり 
② 開催状況 
開催回数 １７回 
第 1回 4月 20日 
第 2回 5月 11日 
第 3回 5月 25日 
第 4回 6月 8日 
第 5回 6月 29日 
第 6回 7月 13日 
第 7回 8月 4日 
第 8回 8月 24日 
第 9回 9月 14日 
第 10回 9月 30日 
第 11回 10月 19日 
第 12回 11月 9日 
第 13回 11月 30日 
第 14回 12月 14日 
第 15回 1月 25日 
第 16回 2月 22日 





























委員長 浅海 岩生 
委 員  灰田 信英、櫻井 晶、佐々木 理恵子、小川 洋介、 
竹内 やよい、竹部 香代子 
② 開催状況 
開催回数 １７回 
第 1回 4月 5日 
第 2回 4月 21日 
第 3回 5月 12日 
第 4回 5月 26日 
第 5回 6月 2日 
第 6回 6月 23日 
第 7回 7月 28日 
第 8回 8月 25日 
第 9回 8月 31日 
第 10回  9月 21 日 
第 11回 10月 26 日 
第 12回 11月  9日 
第 13回 11月 30 日 
第 14回 12月 14 日 
第 15回 1月 18 日 
第 16回 2月 8日 
第 17回 3月 7日 
 











委員長 遠藤 文雄 伊林 克彦 
委 員  野田 忠、高橋 邦丕、山村 千絵、大澤 源吾、佐藤 舜也、
倉智 雅子、熊木 克治、真貝 富夫、濱出 茂治、灰田 信英、
浅海 岩生、的場 巳知子、宮岡 里美、加藤 豊広、 
平田 恒彦、和田 有子、佐藤 拓、松林 義人、 








委員長 遠藤 文雄 伊林 克彦 
委 員  野田 忠、高橋 邦丕、山村 千絵、大澤 源吾、佐藤 舜也、
倉智 雅子、熊木 克治、真貝 富夫、濱出 茂治、灰田 信英、
浅海 岩生、的場 巳知子、宮岡 里美、加藤 豊広、 
平田 恒彦、和田 有子、佐藤 拓、松林 義人、 




委員長 高橋 邦丕 
委 員  熊木 克治、濱出 茂治、野田 忠 
    岩佐 浩文 
② 開催状況 
開催回数 １５回 
第 1回 4月 18日 
第 2回 4月 19日 
第 3回 5月 16日 
第 4回 8月 3 日 
第 5回 9月 12日 
第 6回 10月 31日 
第 7回 11月 14日 
第 8回 12月 17日 
第 9 回 12月 19日 
第 10回 1月 10日 
第 11回 1月 30日 
第 12回 2月  3日 
第 13回 2月 27日 
第 14回 3月  2日 
第 15回 3月 26日 
 
 











委員長 山村 千絵 
委 員  浅海 岩生、竹部 香代子、水野 智仁 
② 開催状況 
開催回数 ４回 他 随時 
第１回    ５月１０日 
第２回    ８月 ９日 
 第３回    ３月 ５日 
 第４回    ３月１３日 







委員長 山村 千絵 
委 員  大澤 源吾、伊林 克彦、大滝 かおり 
② 開催状況 
開催回数 ６回 
第１回    ４月 ４日 
第２回    ６月 １日 
 第３回   １１月 １日 
 第４回   １１月１４日 
 第５回    ３月１６日 
 第６回    ４月 ２日 
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1通 1 ○ 専任教員
1・2後 2 ○ 大澤源吾
1・2前 2 ○ 大場喜代司（非常勤講師）
1・2前 2 ○ 宮岡里美
1・2前 2 ○ 佐藤拓
1・2前 2 ○ 小柳茂美（非常勤講師）
1・2後 2 ○ 山岸宏政（非常勤講師）
1・2後 2 ○ 平井孝（非常勤講師）
1・2前 2 ○ 佐藤拓
1前 2 ○ 八木稔（非常勤講師）
1・2前 2 ○ 平田恒彦
1・2前 2 ○ 栗生明 奥平与人 鈴木弘樹（非常勤講師）
1・2後 2 ○ 小林敏志（非常勤講師）
1・2前 2 ○ 小池幸雄（非常勤講師）
1・2前 1 ○ 小野敏子（非常勤講師）
1前 1 ○ 岡野崇彦（非常勤講師）
1前 2 ○ 山田修司（非常勤講師）
1・2後 2 ○ 佐藤拓
1前 2 ○ 倉智雅子
1・2前 2 ○ Gerald Desrocher（非常勤講師）
1・2後 2 ○ Gerald Desrocher（非常勤講師）
1前 2 ○ 倉智雅子
1・2前 2 ○ Gerald Desrocher（非常勤講師）
1・2後 2 ○ Gerald Desrocher（非常勤講師）
3前 2 ○ 倉智雅子
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小計（ 26 　科目） ー  
 




















1通 2 ○ 熊木克治
2前 1 ○ 熊木克治
2後 1 ○ 熊木克治　櫻井晶　田村裕
1通 2 ○ 真貝富夫
2前 2 ○ 真貝富夫
2後 1 ○ 真貝富夫　山村千絵　櫻井晶　田村裕
2後 1 ○ 斎藤奨（非常勤講師）
1後 1 ○ 大澤源吾
1後 2 ○ 山本佳子（非常勤講師）　佐藤拓
1後 2 ○ 宮岡里美
2前 1 ○ 大澤源吾
2前 1 ○ 高橋邦丕
2後 1 ○ 和田有子
2前 1 ○ 的場巳知子
2前 1 ○ 高橋邦丕
1前 2 ○ 瀬尾憲司（非常勤講師）
2前 1 ○ 平田恒彦
1後 1 ○ 高橋邦丕
2前 1 ○ 鈴木昭（非常勤講師）
2後 1 ○ 伊林克彦
2後 1 ○ 山村千絵
1・2後 1 ○ 小野敏子（非常勤講師）
2・3前 1 ○ 伊林克彦
2・3前 1 ○ 土橋洋史（非常勤講師）
2・3前 1 ○ 三ツ井敏明（非常勤講師）
1・2前 1 ○ 宮岡里美
1・2後 2 ○ 佐藤拓
2・3前 1 ○ 宮岡里美
1・2後 2 ○ 宮岡里美
1・2後 2 ○ 佐藤拓
1・2後 3 ○ 宮岡里美　佐藤拓
2・3前 4 ○ 佐藤拓
1・2後 2 ○ 佐藤拓
1・2後 2 ○ 宮岡里美
2・3前 2 ○ 佐藤拓
2・3前 2 ○ 相場恵美子（非常勤講師）
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1後 2 ○ 佐藤舜也
2前 1 ○ 佐藤舜也
2前 1 ○ 浅海岩生
2前 1 ○ 佐藤舜也
1前 1 ○ 灰田信英
2前 1 ○ 浅海岩生
2前 1 ○ 濱出茂治
2後 1 ○ 佐藤成登志（非常勤講師）
3前 1 ○ 灰田信英
3前 1 ○ 佐藤舜也
1後 2 ○ 灰田信英　高橋邦丕
2後 2 ○ 松林義人
3前 1 ○ 松林義人
2後 2 ○ 濱出茂治
3通 1 ○ 浅海岩生
2後 2 ○ 高橋明美　田中健（非常勤講師）
3通 1 ○ 松林義人
3前 2 ○ 濱出茂治
3前 1 ○ 佐々木理恵子
3前 2 ○ 濱出茂治
3通 1 ○ 高橋洋（非常勤講師）
3前 1 ○ 松林義人
3後 2 ○ 和田有子
3後 1 ○ 高橋洋（非常勤講師）
3後 1 ○ 椿淳裕（非常勤講師）
3前 1 ○ 高橋洋（非常勤講師）
3後 1 ○ 鈴川仁人（非常勤講師）
3後 1 ○ 遠藤文雄
3後 1 ○ 佐々木理恵子










4後 1 ○ 高橋邦丕
4後 1 ○ 佐藤舜也
4後 1 ○ 高田治美（非常勤講師）



















































































































1通 2 ○ 倉智雅子
2後 2 ○ 倉智雅子
3後 2 ○ 池田英喜（非常勤講師）
2通 2 ○ 大平芳則（非常勤講師）
言語医学 1後 1 ○ 伊林克彦
2通 1 ○ 伊林克彦
3前 1 ○ 伊林克彦
3通 1 ○ 伊林克彦　櫻井晶
2前 1 ○ 入山満恵子（非常勤講師）
2後 2 ○ 入山満恵子（非常勤講師）
3前 2 ○ 非常勤講師（3年次の科目）
3前 1 ○ 非常勤講師（3年次の科目）
3通 1 ○ 櫻井晶
1後 1 ○ 高橋邦丕
2前 1 ○ 渡辺好博（非常勤講師）
2前 1 ○ 野田忠
3前 1 ○ 倉智雅子
3前 2 ○ 西尾正輝（非常勤講師）
3後 1 ○ 糟谷政代（非常勤講師）
3後 1 ○ 前新直志（非常勤講師）
3前 1 ○ 大澤源吾
3前 1 ○ 山村千絵
3後 1 ○ 山村千絵
1後 1 ○ 高橋邦丕
2前 1 ○ 高橋邦丕
2前 1 ○ 星名信昭（非常勤講師）
2後 1 ○ 大平芳則（非常勤講師）
3後 2 ○ 大平芳則（非常勤講師）
3前 2 ○ 高橋邦丕





4通 2 ○ 宮岡里美  櫻井晶　田村裕
4通 2 ○ 伊林克彦　櫻井晶　田村裕
4通 2 ○ 櫻井晶　田村裕
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５）平成２３年度大学院（修士課程）教育課程一覧 
 



































































倫理学系 医療倫理・人間理解 １前 １ 大澤源吾 金内喜昭 
リスク管理系 リスク管理学 １前 １ 田中裕 
発達障害学系 発達神経心理学 １前 １ 川﨑聡大 
研究方法論 研究方法論 １前 １ 八木稔 山村健介 
































































佐藤舜也 伊林克彦 今野公和 
大澤源吾 佐藤舜也 真貝富夫 
伊林克彦 髙橋邦丕 浅海岩生 











総論 摂食・嚥下障害学総論 １前 ２ 山村千絵 野田忠 真貝富夫 


















倉智雅子 熊木克治 真貝富夫 木戸寿明 
倉智雅子 
野田忠 山村千絵 











倉智雅子 真貝富夫 宮岡里美 
大澤源吾 野田忠 熊木克治 山村千絵 
倉智雅子 宮岡里美 
 小計（９科目） ― 16 専任教員 14 名 
合計（３８科目） ― 46 非常勤講師 14 名 
 















① 平成 23年度 第１回 FD研修会 
期日 平成 23年 4月 25日（月） 
内容 「新任教員研修会―第 1部 新潟リハビリテーション大学を知る―」 
   「新任教員研修会―第 2部 本学における FDの取り組み―」 
講師 山村 千絵 教授 
参加教員 3名 
 
② 平成 23年度 公開講義 
期日 平成 23年 5月 13日（金） 
内容 「神経生理学」 
講師 真貝 富夫 教授 
参加教員 9名 
 
③ 平成 23年度 第 2回 FD研修会 
期日 平成 23年 6月 13日（月） 
内容 「本学学生の特徴と今後の対応について」 
講師 宮岡 里美 准教授 
参加教員 21名(2名欠席) 
 
④ 平成 23年度 第 3回 FD研修会 
期日 平成 24年 1月 16日（月） 
内容 「本学学生に対する教育方法の検討」 
講師 熊木 克治 教授 倉智 雅子 教授 平田 恒彦 講師 
参加教員 20名(3名欠席) 
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⑤ 平成 23年度 第 4回 FD研修会 
期日 平成 24年 2月 13日（月） 
内容 「本学学生に対する教育方法の検討続編」 









① 平成 23年度 第 1回ランチョンセミナー 
  日時 6月 13日（月） 12:15～12:50 
  場所 E棟サロン教室 
  演題 「電気的除痛法 ‐経皮的末梢神経電気刺激」 
  講師 濱出 茂治 教授 
 
② 平成 23年度 第 2回ランチョンセミナー 
  日時 9月 12日（月） 12:15～12:50 
  場所 E棟サロン教室 
  演題 「小児科最近のトピックから」 
１．IUGR(子宮内胎児発育不全症)とメタボリックシンドローム 
２．ディベロップメンタルケア 






  講師 和田 有子 講師 
 




第 16 回 新潟神経・言語障害学セミナー 
会場 新潟リハビリテーション大学 
期日 平成 23年 8月 6日(土)～8月 7日(日) 
   時間 9：00～16：10（両日共） 
   講師 1日目 村井 俊哉 先生 
京都大学大学院医学研究科脳病態生理学講座(精神医学) 教授 
      2日目 波多野 和夫 先生 
          佛教大学社会福祉学部社会福祉学科 教授 
   内容 1日目 
       演題１ 辺縁系損傷と情動処理の障害 
       演題２ 前頭葉損傷による遂行機能の障害 
       演題３ 前頭葉損傷による社会行動の障害 
      2日目 
       演題１ テオフィル・アラジュアニヌの失語学 
       演題２ 左半側無視にともなう身体妄想について 





期日 平成 23年 11月 19日（土）～11月 20日（日） 
時間 19日(土) 13:00～18:00 
20日(日） 9:00～12:00 
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① 高坪大学開講記念公演 
  日時  5月 27日（金） 
  演題 「中高年の心の健康」 
  講師  佐藤 拓 講師  
演題 「人生の経過を踏まえた健康管理法」 
講師  和田 有子 講師 
 
②  山北高嶺大学 
日時 6月 16日（木） 
演題 「一口目のビールがおいしいのは・・・？」 
講師 真貝 富夫 教授 
 
③  村上地区長寿大学 
日時 6月 20日（月） 
演題 「放射能って？」 
講師 平田 恒彦 講師 
  
④  関川村・荒川地区・神林地区高齢者三大学合同交流会 
日時 9月 9日（金） 
演題 「自分の命を大切にしよう」 
講師 高橋 邦丕 学部長 
 
⑤  上海府地区地域講座 
日時 10月 8日（土） 
演題 「中高年のメンタルヘルス」 
講師 佐藤 拓 講師 
 
⑥  朝日地区猿沢公民館文化講演会 
日時 11月 27日（日） 
演題 「中高年のメンタルヘルス～老後に向けて」 
講師 佐藤 拓 講師 
 
⑦  第 7 回朝日長寿大学 
日時 12月 8日（木） 
演題 「毎日を楽しく過ごすために今出来ること」 
講師 平田 恒彦 講師  佐々木 理恵子 助教 
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Ⅷ．研究活動 
 氏名 野田 忠（言語聴覚学専攻・教授） 
 
○研究会・研修会・公開講座等(学会以外)での講演 




  ・美味しく食べよう（村上ロータリークラブ、2011.9） 
   
○学位(修士)論文指導 
  新潟リハビリテーション大学大学院（修士） 
・阿部沙織：ティンカートイ検査と小児発達段階の関連について 
  ・新垣孝幸：ティンカートイの基準化への一試行 
 
○その他 
  ・村上市男女共同参画計画策定委員会委員（新潟県村上市、2011.4～） 
  ・新潟県高等学校評議員（新潟県立桜ヶ丘高等学校、2011.4～） 
  ・家庭裁判所調停委員（～2012.3） 
 
 氏名 高橋 邦丕（言語聴覚学専攻・教授） 
 
○学会発表 
  ・Takahashi K,  
Is there any difference between left neglect and right neglect? 
     20th World Congress of Neurology. Marrakesh, Morocco, 
Nov.13, 2011 
   ・高橋邦丕 
高次脳機能障害の左右脳での差異について 
   第 52回日本神経学会総会、名古屋 
   2011.5.18 
  ・高橋邦丕 
右側無視と左側無視の無視症状に本質的な差異はあるか？ 
   第 16回認知神経科学会、北九州 
   2011.10.23 
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○研究会・研修会・公開講座等(学会以外)での講演 
  ・AHP も社会の奴雁となろう：脳卒中・癌・心疾患・認知症への警鐘 
   平成 23年度 新潟県厚生連 リハビリテーション技術者研修会、長岡（新潟） 2011.10.2 
  ・認知症（Dementia）アルツハイマー型認知症（AD）および軽度認知障害（MCI）について 
   新潟県厚生連病院研修会、新潟 2011.7.25 
 
○学位(修士)論文指導 
    新潟リハビリテーション大学大学院（修士） 




   新潟県村上市立荒川中学校 2011.12.20 
 
 氏名 山村 千絵（言語聴覚学専攻・教授） 
 
○著書 
   ・小椋秀亮 監修（共著） 






   ・加藤豊広、小内信、伊林克彦、山村千絵、的場巳知子 
    健康管理（セルフキュア）としての温灸治療―尋常性乾癬に対する 1 症例― 
    第 26回日本保健医療行動科学会学術大会、大阪 2011.6 
   ・櫻井晶、中島光、長井勇太、藤間紀明、吉田正人、武藤明日美、伊藤晃、 
山村千絵 
    「フェイスマスク」と「シリコンマウスピース」使用による Peak Cough Flow（PCF） 
測定値の差異について（抄録のみ） 
第 12回日本言語聴覚学会、郡山 2011.6 
 
○研究会・研修会・公開講座等(学会以外)での講演 
   ・平成 23 年度新潟リハビリテーション大学新任教員研修会（新潟県村上市、2011.4） 
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    第１部「新潟リハビリテーション大学を知る」 
    第２部「本学における FDの取り組み」 
 
○社会貢献活動 
   ・産学連携共同研究 村上市高根「高根フロンティアクラブ」の鈴木信之氏と嚥下食開発
についての共同研究 
   
○科学研究費 
   ・独立行政法人日本学術振興会科学研究費助成事業 学術研究助成基金助成金 
    基盤研究（C）（一般）課題番号：23500940  研究代表者 
「新しいソフトスチーム技術を応用して咀嚼・嚥下困難者用食材を調整する」 










   ・学校法人北都健勝学園 評議員 
   ・大学院リハビリテーション研究科 研究科長 
   ・大学院 教務部長 
   ・大学院 入試委員長 
   ・倫理委員会委員長 
   ・運営委員会委員 
   ・人事委員会委員 
   ・危機管理委員会委員 
   ・不正防止委員会委員 
   ・ハラスメント防止委員会委員 
   ・自己点検評価委員会委員 
   ・自己点検評価小委員会（作業部会）委員 
   ・FD委員会委員 
   ・実習委員会委員 
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・一般財団法人日本能力開発推進協会認定「介護食アドバイザー」資格取得 2011.5 
   ・独立行政法人日本学術振興会審査委員候補者（2011年度～） 
 
 氏名 伊林 克彦（言語聴覚学専攻・教授） 
 
○著書 
   ・伊林克彦（単著） 
    認知症を知る 考古堂書店 2011 
 
○学会発表 
   ・加藤豊広、小内信、伊林克彦、山村千絵、的場巳知子 
    健康管理（セルフキュア）としての温灸治療―尋常性乾癬に対する 1 症例― 
    第 26回日本保健医療行為行動科学会学術大会、大阪 2011.6 
 
○研究会・研修会・公開講座等(学会以外)での講演 
   ・認知症とは （津南町福祉課 家庭や一般向け、2011.8） 
   ・認知症者への対応 （津南町福祉課 介護職員向け、2011.10） 
・認知症を知る （村上市ふれあいセンター 村上市民向け、2011．11） 
 
○社会貢献活動 
   ・明倫短期大学 非常勤講師 
 
○その他 
   ・第 16回新潟神経言語学セミナー 主催 
 


























・金子真美, 平野 滋，楯谷一郎，大野 覚，児嶋 剛，倉智雅子，城本 修，伊藤壽一：音声
治療が奏功した声帯溝症の一例．第23回日本喉頭科学会，旭川，2011.4.21-22. 
・金子真美, 平野 滋，楯谷一郎，倉智雅子，城本 修，伊藤壽一：瘢痕声帯・声帯溝症に対す
るVocal Function Exerciseを組み込んだ音声治療の検討．第56回日本音声言語医学会，東京，
2011.10.6-7. 
・Fujiu-Kurachi M, Fujiwara S, Tamine K, Kondo J, Ono T, Hori K:  Load-related changes in 
tongue  pressure generation during tongue-hold swallows in young healthy adults.  Poster 
presented at the 20th DRS Annual Meeting (Toronto, Canada, March 8-10, 2012).    
・Oshima F, Tsuji Y, Tokuda N, Yamada T, Hamanaka M, Imai K, Kimura M, Imada T, Sawa 
M, Fujiu-Kurachi M: The validity of the 2-step screening test of the water and 
thickened liquids in acute ischemic stroke.  Poster presented at the 20th DRS 
Annual Meeting (Toronto, Canada, March 8-10, 2012).    
・Takahashi K, Fujiu-Kurachi M: Effects of tongue-hold swallow (THS) upon electromyographic 
activities on the submental and infrahyoid muscles in young healthy adults.  Paper 




閉鎖の有無が水の１回嚥下量に及ぼす影響．Advanced session I 摂食・嚥下機能障害. 第12
回日本言語聴覚学会，福島，2011.6.17-18. 









   ・平成 23 年度 基盤 C 申請 1件 
 
○学位(修士)論文指導 
    新潟リハビリテーション大学大学院（修士） 
・中島 光  「咳嗽による咳感受性への影響」 
 
○その他 
   ・日本音声言語医学会 音声言語医学に関する研究助成金 （2010.6～2011.7） 
    舌圧センサーシートを用いた前舌保持嚥下法のメカニズムに関する研究 
・職能団体の委員等に関する事項 






LOUD 認定講習会共同開催 名古屋，2011.5.19-20. 
・学会での座長 








12 月 5 日(月)13:00～ 
C棟２階講堂 学部 2年対象 
「韓国の概要」 
講師：金 美利秀(キム ミリス) 新潟県国際交流員(CIR) 
・12 月 16日(金)14:30～ 
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 氏名 宮岡 里美（言語聴覚学専攻・准教授） 
 
○論文（原著 original） 
   ・Miyaoka Y, Ashida I, Kawakami S, Tamaki Y, Miyaoka S 
      Generalization of the bolus volume effect on piezoelectric sensor signals  
during pharyngeal swallowing in normal subjects. 
    Journal of Oral Biosciences, 53, 65-71 
 
○研究会・研修会・公開講座等(学会以外)での講演 






























  対象及び担当科目 歯科衛生士学科 1年 「心理学」 
専攻科 保健言語聴覚学専攻１年 「学習心理学」「心理学測定法」 
専攻科 保健言語聴覚学専攻２年 「国試対策特別講義」 
（学習心理学, 認知心理学, 心理学測定法） 
 
 氏名 加藤 豊広（言語聴覚学専攻・准教授） 
 
○論文（原著） 
  ・Kato T, Kawaguchi H, Miyoshi N, Aoyama K, Komatsu M, Horiuchi M, 
 Yoshida H, Takeuchi T 
   Effect of habitual exercise on renal carcinogenesis by ferric nitrilotriacetate. 
     Environ Health Prev Med, 16, 2011. 232-238 
 
○学会発表 
  ・加藤豊広、小内信、伊林克彦、山村千絵、的場巳知子 
   健康管理（セルフキュア）としての温灸治療―尋常性乾癬に対する 1症例― 
   第 26回日本保健医療行為行動科学会学術大会、大阪 2011.6 
  ・佐藤裕子、加藤豊広 
皮内鍼施術が瘢痕治癒へ及ぼす影響 
   第 15回日本統合医療学会、埼玉 2012.1 
 
○その他 
   ・東洋オステオパシー協会 専務理事 
   ・学校法人北都健勝学園 評議員 
   ・北都健勝学園 新潟リハビリテーションクリニック 鍼灸施術 
   ・東洋医療センター村上 センター長 
   ・会報 
CV4テクニックと圧痛閾値の関連性 
OSTEOPATHI 会報 15, 2012，4－7 
・新聞への寄稿文：「渋みの科学的根拠 まろやかな村上茶でホッと」 
村上新聞, 2011.9.25 
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 氏名 和田 有子（言語聴覚学専攻・講師） 
 
○学会発表 
   ・櫻井晶、田村裕、松林義人、小川洋介、高橋裕二、佐々木理恵子、田中智美、 
和田有子、村岡幹夫 
    1 年以上持続した身体パラフレニアによりリハビリアプローチに難渋した 1症例 




   ・第 1回北都健勝学園衛生委員会教職員健康セミナー（新潟市、2011.8） 
   ・ランチョンセミナー              （新潟県村上市、2011.9） 
   ・人生の経過を踏まえた健康管理法～赤ちゃんからお年寄りまで～ 
    （高坪大学 学習会、新潟県村上市 2011.5） 
 
○社会貢献活動 
  ・からだのしくみと病気・こどもの発達（秋田県立秋田西高校、2011.9） 
  ・アレルギーの話 2011（吉原学園 宮久保保育園、千葉 2011.4） 
  ・放射線は怖い？怖くない？その１（吉原学園 宮久保保育園、千葉 2011.6） 
  ・放射線は怖い？怖くない？その２（吉原学園 宮久保保育園、千葉 2011.7） 
  ・福祉体験学習（村上市立保内小学校 2011.7） 
  ・第 6回 学校と地域を結ぶオープンセッション（新潟県村上市教育員会 2011.8） 
  ・いいねっか村上 健康チェックコーナー（新潟県村上市 2011.10） 
  ・子供へ、患者へ 「恕」を持って生きること（村上新聞 2011.10） 
   ・離島診療ボランティア活動（岩船郡粟島浦村 2011.9） 
   ・東日本大震災派遣ボランティア（岩手県立大船渡病院、岩手県立高田病院 2011.11） 
 
○その他 
   ・北都健勝学園 新潟リハビリテーションクリニック 小児科 
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 氏名 櫻井 晶（言語聴覚学専攻・助教） 
 
○学会発表 
   ・櫻井晶、中島光、長井勇太、藤間紀明、吉田正人、武藤明日美、 
伊藤晃、山村千絵 
    「フェイスマスク」と「シリコンマウスピース」使用による Peak Cough Flow（PCF） 
測定値の差異について 
第 12回日本言語聴覚学会、郡山 2011.6 
   ・櫻井晶、田村裕、松林義人、小川洋介、高橋裕二、佐々木理恵子、田中智美、 
和田有子、村岡幹夫 
    1 年以上持続した身体パラフレニアによりリハビリアプローチに難渋した 1症例 
    第 3回日本ニューロリハビリテーション学会学術集会、横浜 2012.2 
 
○社会貢献活動 
   ・医療法人愛仁会 亀田第一病院 非常勤言語聴覚士 
   ・介護老人保健施設 亀田園 非常勤言語聴覚士 
 
 氏名 田村 裕（言語聴覚学専攻・助教） 
 
○学会発表 
   ・金子雄太、原口裕希、須藤崇行、阿志賀大和、阿部沙織、高橋圭三、星野浩通、 
松林義人、田村裕 
座位姿勢における頭頸部角度の違いが 1回嚥下量に及ぼす影響 
第 46回日本理学療法学術大会、宮崎 2011.5 
・櫻井晶、田村裕、松林義人、小川洋介、高橋裕二、佐々木理恵子、田中智美、 
和田有子、村岡幹夫 
    1 年以上持続した身体パラフレニアによりリハビリアプローチに難渋した 1症例 
    第 3回日本ニューロリハビリテーション学会学術集会、横浜 2012.2 
   ・小川洋介、高橋明美、松林義人、佐々木理恵子、櫻井晶、田村裕、高橋裕二 
    日常生活活動が脳卒中後うつ状態に及ぼす影響について 
    第 3回日本ニューロリハビリテーション学会学術集会、横浜 2012.2 
   ・松林義人、小川洋介、佐々木理恵子、原口裕希、金子雄太、高橋裕二、櫻井晶、 
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田村裕 
転倒予防を目的とした運動機能向上プログラムへの参加率が健康関連 QOL に及ぼ 
す影響について 
第 3回日本ニューロリハビリテーション学会学術集会、横浜 2012.2 
 
○社会貢献活動 
   ・社会福祉法人 村上岩船福祉会 いわくすの里  非常勤言語聴覚士 
 
 氏名 遠藤 文雄（理学療法学専攻・教授） 
 
○論文（原著 original） 
    ・遠藤文雄、武富由雄、田口順子、橋元隆、清水ミシェル・アイズマン、伊橋光二 
     草創期の理学療法から現代への提言 
     理学療法学 38、402-415、2011 
 
○学会発表 
    ・浅川康吉、遠藤文雄、山口晴保 
     介護予防一般高齢者事業における参加継続、中断の理由 
     第 46回日本理学療法学術大会、宮崎 2011.5 
    ・佐々木理恵子、浦辺幸夫、山中悠紀、藤井絵里、松林義人、浅海岩生、遠藤文雄 
     異なるジャンプ着地動作による膝関節周囲筋の筋活動開始時間の違い 
     第 46回日本理学療法学術大会、宮崎 2011.5 
 
○研究会・研修会・公開講座等(学会以外)での講演 




    ・若き群像 地域に根ざした担い手を（村上新聞 2012.1） 
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 氏名 大澤 源吾（理学療法学専攻・教授） 
 
○社会貢献活動 
   ・半世紀近く前の透析風景 
    （Be Bright, 14 川崎医科大学 腎臓内科同門会 10、2011.12） 
 
氏名 熊木 克治（理学療法学専攻・教授） 
 
○学会発表 
   ・江玉睦明、影山幾男、熊木克治 
    下腿三頭筋の筋構造の特徴―肉ばなれ発生部位との関連について 
    第 30回関東甲信越ブロック理学療法士学会 2011.9 
   ・江玉睦明、影山幾男、熊木克治 
    アキレス腱の構造とその臨床応用 
    第 117 回日本解剖学会全国学術集会、甲府 2012.3 
   ・鈴木了、上野洋資、野口拓、堤真大、相澤幸夫、熊木克治、影山幾男 
    頚部及び腕神経叢内に出現した変異筋に関する形態形成学的研究 
    第 117 回日本解剖学会全国学術集会、甲府 2012.3 
   ・居坂侑紀、姉帯飛高、時田幸之輔、小島龍平、影山幾男、相澤幸夫、熊木克治 
    下殿動脈と仙骨神経叢の位置関係 
    第 117 回日本解剖学会全国学術集会、甲府 2012.3 
   ・姉帯飛高、時田幸之輔、小島龍平、影山幾男、相澤幸夫、熊木克治 
    上殿動脈と仙骨神経叢の位置関係 
    第 117 回日本解剖学会全国学術集会、甲府 2012.3 
   ・緑川沙織、時田幸之輔、小島龍平、影山幾男、相澤幸夫、熊木克治 
    正中動脈に連続する浅上腕動脈 
    第 117 回日本解剖学会全国学術集会、甲府 2012.3 
   ・堤真大、荒川高光、寺島俊雄、相澤幸夫、影山幾男、熊木克治、三木明徳 
    第 117 回日本解剖学会全国学術集会、甲府 2012.3 
 
○研究会・研修会・公開講座等(学会以外)での講演 
    ・「科学の眼」「心の眼」を育てる 神奈川歯科大学 白菊会第 7回総会 2011.10 
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○社会貢献活動 
   ・解剖学実習指導 特別講義 日本歯科大学（東京） 2011.6 
   ・解剖学 特別講義 新宿鍼灸柔整専門学校 2011.9、2012.1 
   ・解剖発生学 特別講義 日本歯科大学（新潟） 2011.10、2011.11 
   ・人体解剖学実習 客員教授 日本歯科大学 2011.10.6～2012.1.30 
   ・解剖学実習 特別講義 埼玉医科大学保健医療学部 2012.1 
   ・新入生の誓い心のつかえ払う（新潟日報 投稿コラム“窓”2011.4） 
   ・踏破したい魅力的な櫛形山脈（新潟日報 投稿コラム“窓”2011.6） 
   ・励ましのネギ届き大いに感激（新潟日報 投稿コラム“窓”2011.12） 
   ・春の息吹を目の当たりに感動（新潟日報 投稿コラム“窓”2012.3） 
   ・生物の発生と進化－イヨボヤが教えてくれるもの（村上新聞 コラム教授（せんせい）
ブログ 2011.5） 
   ・伝統と革新を兼ね備えた解剖学アトラス プロメティウス解剖学アトラス解剖学 
総論/運動器系について（週刊医学会新聞 書評 2011.11） 
   ・会報「しらぎく」の発行 40号 2012.3.31 
 
○その他 
   ・第 5回肉眼解剖学セミナー・新潟 2011.8.16～8.27 
   ・新潟県白菊会（理事長）における献体活動 2011.4～2012.3 
   ・篤志解剖全国連合会 （副会長） 2011.4～2012.3 
 
 氏名 濱出 茂治（理学療法学専攻・教授） 
 
○社会貢献活動 
   ・国際医療福祉専門学校七尾校 非常勤講師 
   ・新潟リハビリテーション大学リレーコラム 教授ブログ （村上新聞 2012.2） 
 
○その他 
   ・日本物理療法学会 評議員 
   ・日本物理療法学会誌 編集委員 
   ・医学書院 理学療法ジャーナル 編集同人 
   ・神戸大学大学院保健学研究科 非常勤講師 
 
- 47 - 
 









氏名 浅海 岩生（理学療法学専攻・教授） 
 
○学会発表 
・佐々木 理恵子, 浦辺 幸夫, 山中 悠紀, 藤井 絵里, 松林 義人, 浅海 岩生, 遠藤 文
雄、異なるジャンプ着地動作による膝関節周囲筋の筋活動開始時間の違い、理学療法学
(0289-3770)38 巻 Suppl.2 PageOF1-079(2011.04) 










・企画運営；第 4 回新潟リハビリテーション大学スキルアップセミナー、2011 年 4 月 8
日、テーマ「感染症・・・???」、講師 平田 恒彦（本学講師） 
・企画運営；第 5回新潟リハビリテーション大学スキルアップセミナー、2011年 11月 19,20
日、テーマ「中枢神経疾患に対するアプローチ」、講師 医療法人社団三光会 誠愛リハ
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 氏名 松林 義人（理学療法学専攻・助教） 
 
○論文（原著 original） 
   ・高橋裕二、金井秀作、長谷川正哉、太田尾浩、小野武也、松林義人、大塚彰 
    在保持時間の差が高齢者の起立－歩行動作に与える影響について 
    理学療法科学 26、2011 
 
○学会発表 
   ・Sasaki R, Urabe Y, Yamanaka Y, Fujii E, Matsubayashi Y 
The correlation between whole body reaction time and the onset timing of lower  
extremity muscles during landing. 
    IOC World Conference on Prevention of Injury & Illness in Sports, Monaco  
2011.4 
   ・Sasaki R, Urabe Y, Yamanaka Y, Fujii E, Matsubayashi Y 
The relationship between whole body reaction time and the onset timing of the 
muscles during drop landing. 
World Physical Therapy 2011, Amsterdam  2011.6 
   ・佐々木理恵子、浦辺幸夫、山中悠紀、藤井絵里、松林義人、浅海岩生、遠藤文雄 
    異なるジャンプ着地動作による膝関節周囲筋の筋活動開始時間の違い 
    第 46回日本理学療法学術大会、宮崎 2011.5 
   ・金子雄太、原口裕希、須藤崇行、阿志賀大和、阿部沙織、高橋圭三、星野浩通、 
松林義人、田村 裕 
座位姿勢における頭頸部角度の違いが 1回嚥下量に及ぼす影響 
第 46回日本理学療法学術大会、宮崎 2011.5 
   ・松林義人、小川洋介、佐々木理恵子、原口裕希、金子雄太、高橋裕二、櫻井晶、 
田村裕 
転倒予防を目的とした運動機能向上プログラムへの参加率が健康関連 QOL に及ぼ 
す影響について 
第 3回日本ニューロリハビリテーション学会学術集会、横浜 2012.2 
・櫻井晶、田村裕、松林義人、小川洋介、高橋裕二、佐々木理恵子、田中智美、 
和田有子、村岡幹夫 
    1 年以上持続した身体パラフレニアによりリハビリアプローチに難渋した 1症例 
    第 3回日本ニューロリハビリテーション学会学術集会、横浜 2012.2 
   ・小川洋介、高橋明美、松林義人、佐々木理恵子、櫻井晶、田村裕、高橋裕二 
    日常生活活動が脳卒中後うつ状態に及ぼす影響について 
    第 3回日本ニューロリハビリテーション学会学術集会、横浜 2012.2 
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○研究会・研修会・公開講座等(学会以外)での講演 
   ・転倒予防について （村上市部老人クラブ連合会 2011.10） 
 
○社会貢献活動 
   ・ともの整形外科クリニック 非常勤理学療法士 
   ・介護老人保健施設さくらの苑 非常勤理学療法士 
 
○科学研究費 
   ・セルフモニタリング方式の転倒予防教室が運動機能と生活の質及び転倒恐怖に及ぼす影
響 平成 24年～26年 （若手研究 B） 
 
○その他 
   ・第 30回関東甲信越ブロック理学療法士学会 運営委員 
 
氏名 佐々木 理恵子（理学療法学専攻・助教） 
 
○論文（原著 original） 
   ・謝  地、浦辺幸夫、山中悠紀、佐々木理恵子 
    Relationship between jumping height and power, force and velocity during one-legged 
vertical jumps. 
    広島大学保健学ジャーナル 10, 14-19, 2011 
   ・佐々木理恵子、浦辺幸夫 
30 秒間の閉眼片脚立位保持不可能者の足圧中心動揺周波数の解析 
Journal of Athletic Rehabilitation 8, 25-30, 2011 
   ・浦辺幸夫、山中悠紀、佐々木理恵子、前田慶明 
    中学校におけるスポーツ傷害の予防をどう考えるか 三次元動作解析による検討 
Journal of Athletic Rehabilitation 8, 3-8, 2011 
 
○学会発表 
   ・Sasaki R, Urabe Y, Yamanaka Y, Fujii E, Matsubayashi Y 
The correlation between whole body reaction time and the onset timing of lower  
extremity muscles during landing. 
    IOC World Conference on Prevention of Injury & Illness in Sports, Monaco  
2011.4 
   ・Sasaki R, Urabe Y, Yamanaka Y, Fujii E, Matsubayashi Y 
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The relationship between whole body reaction time and the onset timing of the 
muscles during drop landing. 
World Physical Therapy 2011, Amsterdam  2011.6 
   ・佐々木理恵子、浦辺幸夫、山中悠紀、藤井絵里、松林義人、浅海岩生、遠藤文雄 
    異なるジャンプ着地動作による膝関節周囲筋の筋活動開始時間の違い 
    第 46回日本理学療法学術大会、宮崎 2011.5 
   ・佐々木理恵子、古賀良生、大森豪、遠藤和男、渡辺博史、梨本智史、田中正栄、縄田厚、
脇川みなみ 
    下肢筋力測定・訓練器を用いた運動及びストレッチングによる大腿四頭筋緊張の変化の
検討 
    第 22回日本臨床スポーツ医学会学術集会、青森 2011.11 
   ・松林義人、小川洋介、佐々木理恵子、原口裕希、金子雄太、高橋裕二、櫻井晶、 
田村裕 
転倒予防を目的とした運動機能向上プログラムへの参加率が健康関連 QOL に及ぼ 
す影響について 
第 3回日本ニューロリハビリテーション学会学術集会、横浜 2012.2 
・櫻井晶、田村裕、松林義人、小川洋介、高橋裕二、佐々木理恵子、田中智美、 
和田有子、村岡幹夫 
    1 年以上持続した身体パラフレニアによりリハビリアプローチに難渋した 1症例 
    第 3回日本ニューロリハビリテーション学会学術集会、横浜 2012.2 
   ・小川洋介、高橋明美、松林義人、佐々木理恵子、櫻井晶、田村裕、高橋裕二 
    日常生活活動が脳卒中後うつ状態に及ぼす影響について 
    第 3回日本ニューロリハビリテーション学会学術集会、横浜 2012.2 
 
○科学研究費 
   ・申請 1件 
 
○その他 
   ・第 30回関東甲信越ブロック理学療法士学会 運営委員 
   ・第 9回上月スポーツ研究助成事業 
 
 氏名 高橋 裕二（理学療法学専攻・助教） 
 
○論文（原著 original） 
   ・座位保持時間による高齢者の起立－歩行動作への影響について 
    広島県立大学大学院修士論文 
   ・高橋裕二、金井秀作、長谷川正哉、太田尾浩、小野武也、松林義人、大塚彰 
    在保持時間の差が高齢者の起立－歩行動作に与える影響について 
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    理学療法科学 26、2011 
 
○学会発表 
   ・Kawano N, Uchida Y, Yamamoto K, Sawashita K, Miyazaki T, Hayakawa A, Takahashi Y, 
Hazaki K, Abe K 
    Group exercisa program for improving posture and self-body recognition in Parkinson 
disease. 
World Physical Therapy 2011, Amsterdam  2011.6 
   ・Kanai S, Hasegawa M, Shimatani K, Daniide , Takahashi Y, Oki S, Otsuka A 
Wearing shoes and outcome of functional reach test in elderly people. 









  著書 
    論文（原著 original） 
    論文（総説 overview） 
    学会発表 




    科学研究費、外部資金等 
    学位（修士）論文指導 












 ・学部 リハビリテーション学科 
理学療法学専攻研究費 
     言語聴覚学専攻研究費 
・大学院 リハビリテーション研究科 
     摂食･嚥下障害コース研究費 





 採択年度 種 目 研 究 者 課 題 名 金 額 
１ 平成23年度 
新規 
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Ⅹ．図書館 
１． 蔵書数 
 和書 洋書 計 
書籍（冊） 21,453冊 1,217冊 22,670冊 
雑誌（種） 33種 17種 50種 
                             平成 23年 5月 1日現在 
 
２．年間受入冊数 
   ２，３５７ 冊 
 
 





専攻名 入学定員 収容定員 計 
理学療法学専攻 ４０名 １６０名 
 ３２０名 




コース名 入学定員 収容定員 計 
高次脳機能障害コース 







6月 11日(土) 第 1回オープンキャンパス 参加者数 44名（受験対象者、保護者含む） 
7月 31日(日) 第 2回オープンキャンパス 参加者数 128名（受験対象者、保護者含む） 
8月 20日(土) 第 3回オープンキャンパス 参加者数 91名（受験対象者、保護者含む） 
 9月 23日（祝） 入試対策説明会 参加者数 44名（受験対象者、保護者含む） 
10月 22日（土） 第 1回ﾐﾆｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ 参加者数 20名（受験対象者、保護者含む） 
11月 19日（土） 第 2回ﾐﾆｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ 参加者数 16名（受験対象者、保護者含む） 
12月 10日（土） 第 3回ﾐﾆｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ 参加者数 23名（受験対象者、保護者含む） 
3月 28日（水） プレオープンキャンパス 参加者数 25名（受験対象者、保護者含む） 
 
（２）進学相談会等 










































































 出願期間 試験日 合格発表 
第 1回 AO入学試験 平成 23年 9/1～ 9/7 平成 23年 9月 10日 平成 23年 9月 16日 
第 2回 AO入学試験 平成 24年 3/5～ 3/21 平成 24年 3月 24日 平成 24年 3月 26日 
指定校推薦入学試験 平成 23年 11/1～11/9 平成 23年 11月 12日 平成 23年 11月 18日 
第 1回 公募推薦 平成 23年 11/1～11/9 平成 23年 11月 12日 平成 23年 11月 18日 
第 2回 公募推薦 平成 23年 12/1～12/14 平成 23年 12月 17日 平成 23年 12月 22日 
第 1回 社会人選抜 平成 23年 11/1～11/9 平成 23年 11月 12日 平成 23年 11月 18日 
第 2回 社会人選抜 平成 23年 12/1～12/14 平成 23年 12月 17日 平成 23年 12月 22日 
大学入試ｾﾝﾀｰ試験利用 平成 24年 1/5～ 1/27 本学独自の試験は課さない 平成 24年 2月 3日 
大学入試ｾﾝﾀｰ試験利用 平成 24年 2/15～2/24 本学独自の試験は課さない 平成 24年 3月 2日 
第 1回 一般入学試験 平成 24年 1/16～1/26 平成 24年 2月 1日 平成 24年 2月 3日 
第 2回 一般入学試験 平成 24年 2/15～2/23 平成 24年 3月 1日 平成 24年 3月  6日 
 














注：平成 24年度入試（平成 23年度実施）より入学定員変更 
３）入学試験実施状況 
 出願期間 試験日 合格発表 
第Ⅰ期 平成 23年 10/7～ 10/21 平成 23年 10月 29日（土） 平成 23年 11月 4 日（金） 
第Ⅱ期 平成 24年 1 / 6 ～1/20 平成 24年 1月 28日（土） 平成 24年 2月 3日（金） 
第Ⅲ期 平成 24年 2 /10～ 2/24 平成 24年 3月 3日（土） 平成 24年 3月 7日（水） 
第Ⅳ期 平成 24年 3 /16～3 /30 平成 24年 4月 2日（月） 平成 24年 4月 2日（月） 
 

















理学療法学専攻 ５３名 ４１名 
１３７名 






１年生 ２年生 ３年生（長期履修生） 
高次脳機能障害コース １名 １名 ３名 
１６名 
摂食・嚥下障害コース ４名 ６名 １名 








日時：平成 23年４月 2日（土） 
場所：本学 C棟講堂等 
内容：１．資料等配布  ①学生便覧 ②ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ手引き ③ﾊﾗｽﾒﾝﾄ手引き 
            ④図書利用ガイド ⑤校舎見取り図 ⑥履修登録表 
            ⑦教科書購入リスト ⑧時間割 ⑨その他 
      ２．プレイスメントテスト 
      ３．クラスアドバイザー紹介 
      ４．学生生活全般について 
      ５．教務関連全般について 




日時：平成 23年４月 12日（火） 
場所：本学 サロン教室 
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内容：１．資料等配布  ①学生証 ②学生便覧 ③シラバス ④時間割 
               ⑤修士論文関係要綱 ⑥その他 
      ２．教職員参加者・学生 自己紹介 
      ３．学生生活について 
      ４．履修説明   ①講義・実習等に関する履修方法について 
               ②修士論文作成について 
      ５．今後のスケジュール概要 
      ６．図書室利用について 
７．その他 
      ８．校内見学   ①利用のきまり説明 
               ②校内見学 
               ③学生研究室個人席決定 

























１年生 １件  ８件 ４２件 ５１件 
２年生 １件  ２件 ２０件 ２３件 
合 計 ２件 １０件 ６２件 ７４件 







第 1 章 総則 
（名称） 
第 1 条 本会は新潟リハビリテーション大学学生会と称する。 
（事務局） 
第 2 条 本会の事務局は新潟リハビリテーション大学内に置く。 
（目的） 




 第 4 条 本会は前条の目的を達成するために次の事業を行う。 
     １．学生会総会に関すること 
     ２．学生会予算の管理・運営に関すること 
     ３．課外活動に関すること 
     ４．学園祭に関すること 
     ５．その他、学生会主催の各種行事に関すること 
 
第 2 章 会員 
（構成） 
 第 5 条 本会は次の会員をもって構成される。 
     １．会員 新潟リハビリテーション大学に在籍する学生全員 
     ２．特別会員 本学教職員 
（会員の権利） 
 第 6 条 本会員は次の権利を有する。 
     １．本会の活動により生じるすべての利益を平等に受けること 
     ２．本会の役員に立候補すること 
     ３．本会の運営するあらゆる活動に参加すること 
     ４．学生総会に参加し、議案の提出、その審議、決議に参加すること 
（会員の義務） 
 第 7 条 本会の学生は次の義務を有する。 
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     １．本会の決定を守り、協力すること 
     ２．本会の会費を納入すること 
（入会および退会） 
 第 8 条 原則的に入会は本学への入学、退会は本学の卒業または退学をもって行うもの 
とする。 
（休会） 
 第 9 条 本学在籍中に休学や留学等をする場合は休会とする。 
 
第 3 章 組織 
（組織） 
 第 10 条 本会には目的達成とその事業を円滑に行うために、次の機関を置く。 
     １．学生会総会 
     ２．学生会執行部 
     ３．学生会主催の各種行事に関する実行委員会    
（役員） 
 第 11 条 本会に次の役員を置く。役員は会員の中から総会で選出される。 
     １．会長    1名 
     ２．副会長   2名 
     ３．書記    2名 
     ４．会計    2名 
     ５．会計監査  2名 
     ６．庶務    4名    
 
（各種行事に関する実行委員会） 
 第 12 条 学生会主催の各種行事に関して、次の実行委員会を置くことができる。各実行 
      委員会の委員は会員の立候補または学生会執行部により選出される。 
     １．学園祭実行委員会 
     ２．体育祭実行委員会 
     ３．各種ボランティアに関する委員会 
     ４．その他 学生会主催の各種行事に関する実行委員会 
（顧問） 
 第 13 条 本会には顧問を置く。顧問は特別会員の中から選出する。顧問は、本会の活動 
について指導・助言を行うが、決議には参加しない。 
（役員の職務） 
 第 14 条 役員は次の職務の遂行に勤める。 
      会長    本会を代表し、会務を統括する 
      副会長   会長を補佐し、会長が欠けたときにはその職務を代行する 
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      書記    本会で行われる会議等の記録の作成・管理 
      会計    会計全般の処理 
      会計監査  会計の監査 
      庶務    学生会運営に関する雑務を行う 
 
（実行委員会の役割） 
 第 15 条 各実行委員会は学生会執行部のもと各種行事を円滑に遂行し、目的を達成させ 
ることに勤める。 
（任期） 
 第 16 条 役員の任期は 1年とし、再任を妨げない。 
 
第 4 章 総会 
（役割） 
 第 17 条 総会は、本会の最高議決機関であり、次の各号を任務とする。 
     １．学生会執行部より提出された基本方針案及び、活動方針案の審査及び決定 
     ２．学生会主催行事の予算案及び決算案の承認 
     ３．会則の改廃 
（定期総会） 
 第 18 条 定期総会は、年 1回、学生会執行部会長が招集することができる。 
（臨時総会） 
 第 19 条 臨時総会は次の場合、学生会執行部会長が招集することができる。 
     １．学生会執行部が必要と認めた場合 
     ２．全会員の 6分の 1以上の要請があった場合 
（成立） 
 第 20 条 総会は全会員の 3分の 1以上の出席をもって成立する。委任状は総会出席会員 
数を超えない範囲で有効とする。 
（拒否権） 
 第 21 条 異議に対し参加者の過半数がこれを認めた場合、学生会執行部の議決を否決す 
ることができる。 
（異議申し立てとリコール） 
 第 22 条 総会の決議に異議のあるときは、その理由を記した文書を全会員の 6分の 1 
以上の署名と共に学生会執行部まで提出し、総会を招集することができる。 
（議決） 
第 23 条 審議事項の議決は総会出席者総数の過半数をもって決定する。 
 
第 5 章 学生会執行部 
（役割） 
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 第 24 条 学生会執行部は本会の最高執行機関であり、総会の議決に基づき、かつ、本会 
会員の理解のもとに、公正で透明性のある活動をすることを旨とする。 
     
（構成） 
 第 25 条 学生会執行部の構成は全役員をもって構成する。役員に欠員が生じた場合、役 
員の過半数の承認により代行役員を決定することができる。 
（招集） 
 第 26 条 学生会執行部の招集は会長が行う。 
（審議次項） 
 第 27 条 学生会執行部は次の事項を審議する。 
     １．毎年度の予算案の決定・決算案に関すること。 
     ２．本会会則案の制定、改廃に関すること。 
     ３．その他本会の運営案に関する重要事項。 
（議決） 
第 28 条 議事は出席役員の過半数をもって決定する。 
 
第 6 章 会計 
（会計） 
第 29 条 本会の経費は会費、協賛金、及びその他の収入をもってこれにあて 
る。 
（会費） 
第 30 条 会費は次の通りとする。 
     １．会費 5,000円（年額）  
      ２．会費は全会員が納入し、特別会員は任意での納入とする。 
     ２．会費の納入は、原則的に年度初めに会計が収集する。 
（会計年度） 
第 31 条 本会の会計年度は 4月 1日から翌年 3月 31日とする。 
（予算の執行） 
第 32 条 予算の執行は総会で議決の後、学生会執行部を通して行う。 
（会計監査） 
第 33 条 会計監査役員は年 1回以上、会計監査を行い、その結果を会員に報告しなけれ 
     ばならない。 
 
第 7 章 会則改正 
（会則改正） 
第 34 条 本会則の改正は総会出席者総数の過半数以上の承認をもって可決とし、大学の 
承認を得て改正することができる。 
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附則 
この会則は、平成 22年 10 月 1日より施行する。 
附則 





    
顧 問    松林 義人 
会 長    小池 弘樹 
副会長    渡邊 瞬  藤原 佳寿美 
書 記    猪俣 花奈恵 伊藤 栞 
会 計    小池 崇斗 相田 貢大 
会計監査   中村 有真 葭原 祥平 





      
サークル名 代表 顧問 
アート 宮本 広 伊林 克彦 
ランニング 馬場 洋平 伊林 克彦 
漫画研究同好会 真鍋 道夫 的場 巳知子 
バレーボール 藤原 佳寿美 髙橋 裕二 
野球 五十嵐 翔平 倉智 雅子 
軽音 小田嶋 庸介 松林 義人 
バスケットボール 高橋 直也 櫻井 晶 
武道 須藤 雄太 櫻井 晶 
バドミントン 伊藤 栞 田村 裕 
サッカー 玉井 翔太 小川 洋介 
ダンス 北澤 悦 佐々木 理恵子 
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